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２
月
23
日
（
金
）、
和
田
公
民
館

の
大
規
模
改
修
に
つ
い
て
、
８
月

に
続
い
て
２
回
目
の
説
明
会
が
あ

り
ま
し
た
。
今
回
の
出
席
者
は
40

名
で
、
確
認
さ
れ
た
お
も
な
内
容

は
次
の
通
り
で
す
。（
○
は
今
回
確

認　
・
は
前
回
確
認
）

お
も
な
内
容

⑴
施
設
・
設
備
の
改
修

○
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
設
置
場
所

　

現
印
刷
室

⇔

図
書
室
に

○
玄
関
ホ
ー
ル
左
手
に
印
刷
室
新

　

設
（
コ
ピ
ー
機
は
事
務
室
北
東

　
の
隅
に
）

○
１
階
女
子
ト
イ
レ
４
穴
→
３
穴

　

に
（
全
て
洋
式
）

○
事
務
室
入
口
の
自
動
ド
ア
化

○
大
会
議
室
ペ
ア
ガ
ラ
ス
化

○
２
階
学
習
室
東
半
分
カ
ー
ペ
ッ

　

ト
化

○
電
灯
工
事
に
伴
い
、
福
祉
ひ
ろ

　

ば
11
月
頃
休
館

・
外
壁
、
屋
根
、
内
装
の
改
修

・
大
会
議
室
の
洋
室
化

・
２
階
ト
イ
レ
を
１
穴
の
多
目
的

　

ト
イ
レ
に

・
調
理
室
厨
房
施
設
の
更
新

・
太
陽
光
発
電
の
設
置

・
動
力
幹
線
改
修

・
照
明
器
具
更
新

・
火
災
報
知
設
備
更
新

・
給
排
水
設
備
更
新

・
空
調
設
備
更
新

・
暖
房
設
備
更
新

・
備
品
・
消
耗
品
の
更
新

⑵
公
民
館
行
事
予
定

　

５
月
か
ら
３
月
ま
で
の
工
事
期

間
中
、
大
会
議
室
に
事
務
室
が
仮

設
さ
れ
出
張
所
業
務
が
行
わ
れ
ま

す
。
公
民
館
の
利
用
、
公
民
館
を

会
場
と
す
る
事
業
は
で
き
な
く
な

る
見
込
み
で
す
が
、
現
時
点
で
の

事
業
予
定
は
、
次
の
通
り
で
す
。

①
地
区
全
体
行
事
（
実
施
予
定
日
）

・
和
田
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
（
６
／
10
）

・
夏
季
ス
ポ
ー
ツ
大
会   （
７
／
８
）

・
河
西
部
球
技
大
会      （
８
／
26
）

・
和
田
地
区
市
民
大
運
動
会

　
（
10
／
14
）

・
冬
季
ス
ポ
ー
ツ
大
会   （
２
／
24
）

・「
松
本
市
市
民
体
育
大
会
」「
市

　

長
杯
争
奪
球
技
大
会
」
に
は
参

　

加
予
定
。

・「
わ
だ
夏
ま
つ
り
」「
芸
術
文
化
祭
」

　

は
検
討
中
。

②
講
座
・
学
習
会
等

　

会
場
の
確
保
が
課
題
に
な
り
ま

す
が
、
必
要
に
応
じ
、
他
の
地
区
館

や
町
内
公
民
館
と
の
共
催
な
ど
に

よ
る
実
施
も
含
め
検
討
し
て
い
く
。

③
貸
館
対
応
に
つ
い
て

　

平
成
30
年
５
月
７
日
（
月
）
～

平
成
31
年
３
月
31
日
（
日
）
和
田

公
民
館
は
休
館
と
な
り
ま
す
。
こ

の
間
、
他
の
公
民
館
等
の
利
用
は

次
の
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

○
新
村
公
民
館
・
島
立
公
民
館
な

ど
市
内
の
各
地
区
館

　

和
田
公
民
館
と
同
様
に
利
用
す

る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
利
用
を

希
望
す
る
場
合
は
、
そ
の
館
に
確

認
し
利
用
す
る
。

○
和
田
地
区
内
の
町
内
公
民
館

　

そ
れ
ぞ
れ
の
町
会
の
公
民
館
の

利
用
規
定
に
従
っ
て
利
用
す
る
。

有
料
の
利
用
と
な
る
。

　

工
事
期
間
中
は
、
い
ろ
い
ろ
な

不
便
が
予
想
さ
れ
ま
す
が
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

境
の
西
善
寺
に
あ
る
「
阿
弥
陀

三
尊
像
」
が
、
平
成
30
年
２
月
13

日
付
け
で
、
長
野
県
宝
に
指
定
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
三
尊
像
は
、
も

と
筑
摩
神
社
に
付
属
し
て
お
か
れ

た
安
養
寺
に
安
置
さ
れ
た
仏
像
で

し
た
が
、
同
寺
が
戦
火
に
よ
り
廃

絶
し
た
あ
と
、
江
戸
時
代
に
な
っ

て
清
水
の
念
来
寺
に
移
さ
れ
、
さ

ら
に
西
善
寺
に
移
さ
れ
た
も
の
と

い
わ
れ
ま
す
。 

  

長
野
市
の
善
光
寺
の
本
尊
で
あ

る
金
銅
製
阿
弥
陀
如
来
・
両
脇
侍

立
像
の
形
式
に
な
ら
っ
て
作
ら
れ

た
、
い
わ
ゆ
る
善
光
寺
式
阿
弥
陀

三
尊
像
（
善
光
寺
如
来
）
の
一
つ

で
す
。
善
光
寺
信
仰
は
、
平
安
時

代
末
か
ら
鎌
倉
時
代
に
か
け
て
全

国
に
広
ま
り
ま
し
た
。
そ
れ
に
つ

れ
て
善
光
寺
式
阿
弥
陀
三
尊
像
も

多
数
作
ら
れ
、
各
地
に
現
存
し
て

い
ま
す
。
中
尊
に
阿
弥
陀
如
来
、

左
右
に
観
世
音
菩
薩
と
勢
至
菩
薩

を
従
え
、
そ
の
後
ろ
に
一
つ
の
光

背
が
つ
け
ら
れ
る
形
式
（
一
光
三

尊
式
）
を
と
る
こ
と
が
特
徴
の
一

つ
で
す
。 

  
西
善
寺
の
三
尊
像
は
、
一
光
三

尊
式
を
と
る
ほ
か
、
仏
像
の
姿
な

ど
も
善
光
寺
式
阿
弥
陀
三
尊
像

に
共
通
の
も
の
で
す
。
中
尊
は
像

高
49
・
2
㎝
、
両
脇
侍
は
と
も
に

35
・
4
㎝
で
す
。
三
尊
と
も
火
を

受
け
て
お
り
、
中
尊
は
顔
面
か
ら

衲の
う

衣え

に
か
け
て
、
ま
た
右
脇
侍
は

宝
冠
か
ら
顔
面
に
か
け
て
損
傷
が

著
し
い
で
す
。
中
尊
の
両
手
は
後

世
の
補
修
に
よ
る
も
の
で
す
。
ま

た
、
台
座
と
光
背
も
後
世
に
補
わ

れ
た
も
の
で
す
。 

  

中
尊
、
脇
侍
像
と
も
切
れ
長
の

目
や
小
ぶ
り
の
鼻
、
唇
を
浅
く
刻

む
顔
立
ち
を
見
せ
、
着
衣
の
袖
口

や
天
衣
の
衣き

摺ず
り

な
ど
は
か
な
り
形

式
的
に
整
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ

う
し
た
作
風
か
ら
、
本
三
尊
像
は

鎌
倉
時
代
末
頃
の
14
世
紀
前
半
の

作
と
思
わ
れ
ま
す
。 

  

秘
仏
と
さ
れ
て
お
り
、
普
段
は

本
尊・阿
弥
陀
如
来
坐
像
の
向
か
っ

て
右
側
壇
上
に
あ
る
厨
子
の
中
に

安
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
か
つ
て
は
、
毎
年
１
月
７
日
の
七

草
の
日
に
御
開
帳
さ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
現
在
は
１
月
上
旬
の
休
日
に
御

開
帳
さ
れ
、
多
く
の
人
が
訪
れ
て
い

ま
す
。（「
松
本
の
宝
」
松
本
市
教
育

委
員
会
文
化
課
編
よ
り
）
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２
月
3
日
（
土
）、
和
田
公
民
館

大
会
議
室
で
、
ケ
・
セ
ラ
コ
ン
サ
ー

ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

楽
団
ケ
・
セ
ラ
は
、
障
害
を
も

つ
方
で
結
成
さ
れ
た
器
楽
演
奏
の

楽
団
で
す
。
県
内
外
で
年
40
回
ほ

ど
演
奏
会
を
行
っ
て
お
り
、
出
演

料
は
団
員
の
お
給
料
に
な
る
の
だ

そ
う
で
す
。
器
楽
演
奏
を
仕
事
と

す
る
作
業
所
は
稀
で
、
全
国
で
２

か
所
し
か
な
い
そ
う
で
す
。

　

コ
ン
サ
ー
ト
は
、「
ケ
・
セ
ラ
・

セ
ラ
」
か
ら
始
ま
り
、
お
な
じ
み

の
演
歌
や
、
演
奏
が
と
て
も
難
し

そ
う
な
ク
ラ
シ
ッ
ク
な
ど
、
12
曲

が
演
奏
さ
れ
ま
し
た
。

　

団
員
の
方
の
自
己
紹
介
で
は
、

一
人
ず
つ
好
き
な
曲
を
披
露
し
て

く
れ
ま
し
た
。
会
場
み
ん
な
で
、

演
奏
に
合
わ
せ
て
手
遊
び
や
旗

揚
げ
ゲ
ー
ム
を
す
る
コ
ー
ナ
ー
も

あ
り
ま
し
た
。
演
奏
し
な
が
ら
客

席
に
向
か
っ
て
手
拍
子
を
し
た
り

踊
っ
た
り
、
盛
り
上
げ
方
も
と
て

も
上
手
で
、
会
場
一
体
と
な
っ
て

楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

団
員
の
み
な
さ
ん
が
一
生
懸
命

演
奏
さ
れ
る
姿
に
心
を
打
た
れ
、

と
て
も
温
か
い
気
持
ち
に
な
っ
た

コ
ン
サ
ー
ト
で
し
た
。

境  

宮
島
裕
紀
子

　

1
月
27
日（
土
）新
村
に
あ
る「
韓

国
料
理
ア
リ
ラ
ン
」
で
「
白
菜
キ

ム
チ
漬
け
と
チ
ヂ
ミ
作
り
の
講
座
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
キ
ム
チ
漬
け
講
座
」
で
は
、
ま

ず
講
師
の
方
が
参
加
者
分
の
材
料

を
混
ぜ
合
わ
せ
て
い
き
ま
し
た
。

驚
い
た
の
は
唐
辛
子
の
多
さ
で
す
。

こ
れ
は
日
本
の
辛
い
だ
け
の
唐
辛

子
と
は
違
い
、
韓
国
の
物
は
甘
み

も
あ
る
の
で
、
た
く
さ
ん
入
れ
て

も
良
い
と
い
う
お
話
で
し
た
。
そ

こ
に
「
エ
ビ
の
塩
辛
」「
イ
ワ
シ
の

エ
キ
ス
」
な
ど
も
入
れ
る
こ
と
に

よ
り
旨
味
が
増
し
た
具
材
が
で
き

上
が
り
ま
し
た
。
そ
れ
を
白
菜
の

葉
の
間
に
塗
り
込
み
「
白
菜
キ
ム

チ
」
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

　
「
チ
ヂ
ミ
」は
、小
麦
粉・片
栗
粉・

卵
・
水
を
混
ぜ
合
わ
せ
た
も
の
に
、

野
菜
類
や
海
鮮
類
な
ど
を
入
れ
て

作
っ
て
い
き
ま
し
た
が
、
参
加
者

か
ら
は「
う
す
焼
き
に
似
て
い
る
ね
」

と
い
う
声
も
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

試
食
も
美
味
し
く
楽
し
い
講
座

で
し
た
。
家
に
持
ち
帰
っ
た
キ
ム

チ
漬
け
は
、
家
族
と
美
味
し
く
い

た
だ
き
ま
し
た
。

南
和
田　

長
谷
川
み
ど
り

　
母
な
る
大
地
の
ふ
と
こ
ろ
に

　
我
ら
人
の
子
の
喜
び
は
あ
る

　
大
地
を
愛
せ
よ

　
大
地
に
生
き
る

　
人
の
子
ら

　
そ
の
立
つ
土
に
感
謝
せ
よ

　

混
声
合
唱
曲
「
大
地
讃
頌
」
の

冒
頭
の
一
節
で
す
。
こ
の
曲
に
魅

せ
ら
れ
て
集
ま
っ
た
人
々
の
会
で

す
。
今
年
は
３
年
目
で
す
。
和
田

公
民
館
の
力
を
お
借
り
し
て
、
募

集
の
チ
ラ
シ
を
全
戸
に
配
り
ま
し

た
。
老
若
男
女
、
誰
で
も
歌
い
た

い
と
思
っ
た
ら
、
一
緒
に
歌
い
ま

し
ょ
う
。

　

和
田
地
区
に
生
活
し
て
い
る
私

た
ち
は
、
自
然
の
恵
、
大
地
の
恵
を

た
く
さ
ん
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
感

謝
の
気
持
ち
を
込
め
て
歌
い
ま
す
。

　

練
習
は
、
毎
月
第
４
日
曜
日
、

午
後
１
時
30
分
か
ら
３
時
ま
で
。

指
揮
山
崎
滋
さ
ん
。
伴
奏
渡
辺
澄

恵
さ
ん
。
バ
ス
８
名
、
テ
ノ
ー
ル

６
名
、
ア
ル
ト
21
名
、
ソ
プ
ラ
ノ

23
名
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
い

つ
で
も
入
会
可
能
で
す
。

　

昨
年
参
加
し
て
下
さ
っ
た
方
の
声

で
す
。「
精
一
杯
歌
っ
て
大
満
足
」「
混

声
で
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
い
合
唱
が
で

き
て
気
持
ち
が
良
い
」
な
ど
で
す
。

中　

上
條
美
奈
子

　

暖
か
く
な
り
、
散
歩
を
す
る
の

が
気
持
ち
良
い
季
節
と
な
り
ま
し

た
。
こ
の
間
ま
で
玄
関
の
雪
か
き

や
氷
柱
を
取
る
の
に
苦
労
し
て
い

た
の
に
、
忙
し
く
し
て
い
る
と
時

間
の
流
れ
と
い
う
の
は
あ
っ
と
い

う
間
で
す
。
理
想
と
し
て
は
一
日

一
日
を
も
っ
と
大
切
に
、
そ
し
て

感
謝
し
て
過
ご
し
て
い
け
た
ら
い

い
で
す
ね
。

　

編
集
委
員
は
、
西
原
地
区
以
外

の
方
々
は
本
号
で
卒
業
と
な
り
ま

す
。
た
い
へ
ん
お
疲
れ
様
で
し
た
。

来
年
度
か
ら
ま
た
新
た
な
メ
ン

バ
ー
で
、
地
域
の
皆
様
に
お
便
り

を
お
届
け
し
て
い
き
ま
す
。

西
原　

田
中　

綾

○
冬
季
ス
ポ
ー
ツ
大
会
結
果

　
２
月
25
日
（
日
）
に
、
約
３
５
０

人
が
参
加
し
て
、
第
43
回
和
田
地

区
冬
季
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
、
芝
沢

体
育
館
と
芝
沢
小
学
校
体
育
館
を

会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

試
合
が
進
む
に
つ
れ
、
選
手
に

も
応
援
す
る
人
に
も
和
や
か
な
雰

囲
気
が
漂
う
よ
う
に
な
り
、
楽
し

い
大
会
に
な
り
ま
し
た
。
試
合
の

結
果
は
、
次
の
通
り
で
す
。

・
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
A
（
35
歳
以
下
）

　

優　
勝
：
中　

準
優
勝
：
蘇
我

　

三　

位
：
和
田
町

・
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
B
（
36
歳
以
上
）

　

優　
勝
：
殿　

準
優
勝
：
蘇
我

　

三　

位
：
和
田
町

・
卓
球
（
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
）

　

優　

勝
：
西
原

　

準
優
勝
：
太
子
堂

　

三　

位
：
蘇
我

○
町
内
公
民
館
長
交
代

　

西
原
の
町
内
公
民
館
長
さ
ん
が
、

鈴
木
和
佐
夫
さ
ん
か
ら
矢
口
美
智

子
さ
ん
に
代
わ
り
ま
し
た
。
な
お
、

矢
口
さ
ん
の
任
期
は
平
成
31
年
３

月
ま
で
で
す
。

「皆で楽しく旗揚げゲーム」

「芸術文化祭で熱唱する会員の皆さん」


